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絵本を紹介します
　児童館2階遊戯室には、地域の子育て支援拠点となっている、わいわいひろばがあります。
　わいわいひろばには、0歳の赤ちゃんの絵本から、保護者におすすめの大人の絵本まで約400冊あります。
　その中から、今だから読んでほしい絵本を紹介します。

　「あさになったので まどをあけますよ」著者 荒井良二

　いろいろな場所に住む子どもたちが、朝になると窓を開けます。
　そこには、美しい川や山、ビルなどがカラフルに自由に描かれています。
　この絵本は、2011年12月、東日本大震災の後に刊行されています。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、日常が奪われた日々が続きました。
　学校にも行けない、友達とも会えない。家の中で過ごし、人に会うことを
制限され、なにげない日常の大切さを実感した人も多かったのではないで
しょうか。
　この絵本の景色には、すべて明るい朝の日差しが降り注いでいます。
　とてもすがすがしく、新しい1日の始まりを感じます。

　高富児童館では、絵本の貸し出しを行っています。
　1家族5冊まで。貸出期間は4週間、ゆっくり楽しめます。

今年は例年以上に熱中症に気をつけましょう！
▶マスクの着用
　体内に熱がこもりやすく、口の渇きに気がつきにくく、知らないうちに脱水が進んでしまいます。
　マスクを外してはいけないと思い、水分補給を避けることも脱水の一因です。
▶外出自粛の生活
　体を動かさず汗をかかないため、体の機能が暑さに慣れ、汗をかいて体温を下げるなどの対処が
できにくい体になっています。
▶熱中症の症状とコロナ感染の症状は似ている
　熱中症は体がベタついたり、だるく感じたり、頭がふらつく、発熱、頭痛などの症状が現れます。
これらは新型コロナウイルス感染症の軽度の症状によく似ており、見分けるのが難しいです。

　　だからこそ、熱中症になる環境・生活を避けることが大切です。
熱中症予防のポイント
1．3食きちんと食べましょう。
2．喉が渇いたと感じ始めたら水分摂取をしましょう。
3．‌�クーラーをすぐつけられるよう調整しておき、暑いと感じる環境をなくしま
しょう。

4．換気をこまめにし、湿度も高くならないように注意しましょう。
5．快適な環境でよく睡眠をとりましょう。
6．人混みを避けた散歩や室内での軽い運動を行いましょう。
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谷合の火とぼし山の松明（復元）
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製造部　木田 美乃里さん
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